












The current revision of school curriculums presented the aim for the “community-based curriculum.” To achieve it, 
the curriculum management by each school is necessary. For the curriculum management of lower grades of elementary 
schools, it is important to relate the learning contents to those of some other subjects with a central focus on Living En-
vironment Studies based on the real picture of children. Also, with a view point of smooth transitions from early child-
hood to elementary school education, it is important to design and implement the start curriculum based on the concept 
of the curriculum management. In order to design the curriculum where children can demonstrate their ability from the 
beginning of the entrance, this study discusses the signifi cance and procedures of the curriculum design focusing on 
Living Environment Studies, and also presents some cases in lower grades of elementary school.
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教科等 ４月 ５月 ６月 ７月
がっこう　たんけん（１５時間）
なつだ　あそぼう
（９時間）??
がっこうと
なかよし
（７時間）
スタート
カリキュラム
はなを　そだてよう（１１時間）
【他教科等との関連を明記した生活科の年間指導計画例（第２学年１学期）】
生活科の年間単元配列表から，単元ごとに関連する教科等の学習活動を抽出して，生活科の目標と併せて
他教科等の目標も達成できるように計画したものである。実践に当たっては，単元の展開に沿って，目標の
達成状況を把握することが求められる。
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７．おわりに─研究の成果と今後の課題─
  生活科を中核に据えてカリキュラム・マネジメントすることで，以下のような成果が得られた。一つは，
教科等関連が明確になることである。特に，スタートカリキュラムにおいては，具体的な活動や体験を通し
て学ぶ生活科は，子どもたちに小学校での学びと幼児期の学びを結び付ける役割を果たす教科である。その
意味では，教師自身が幼児期の学びを意識して１年生の入学時の授業を展開できるようになることが期待で
きる。二つは，教科を中心とした自覚的な学びへもスムーズに発展させることができるものと考える。幼児
期の学びは遊びを通した学びであるのに対して，教科を中心とした意図的・計画的な学びとの接続を図るこ
とができるようになることが期待できる。これは，幼児期までに子どもたちの中に育ってきた姿を，一人一
人把握し，それらの力を発揮させることができる学習活動と結び付けることで，一人一人にやる気と自信を
つけることができるためと考えられる。幼児期の終わりまでに身に付けてきた資質・能力を発揮させる場を
効果的に位置付けたカリキュラムの成果とも考えられる。三つは，スタートカリキュラムだけでなく，生活
科を中核に据え，教科等の関連を図るカリキュラムは，子ども自らに学びの視点を発展させていく力を身に
付けさせる上での効果が期待できるものと考える。今後，様々な学習活動で，主体的・対話的で深い学びが
求められることから，小学校教育のスタート時に，学習の本質である主体的な学びの価値を自覚させること
は極めて重要なことである。
各学校におけるカリキュラム・マネジメントは，これから取り組まれる学校が多いところである。本研究
では，小学校低学年における生活科を中心としたカリキュラム・マネジメントの意義と手順を明らかにして
きた。また，先進的に取り組まれた行田市立南河原小学校の事例を取り上げ，より具体化しようとしたもの
である。今後の課題は，子ども主体のカリキュラム・マネジメントの在り方として，以下の３点について研
究を深めて行きたい。一つは，生活科を中核にしたカリキュラムの実施を通して，子どもが主体的に学ぶこ
との大切さを自覚していく過程を追跡的に調査するとともに，子どもの変容を調査して，カリキュラムの成
果を明らかにする。二つは，他校での事例と比較検討しながら，PDCAサイクルによるカリキュラム・マネ
ジメントの効果的な在り方を深めていく。三つ，小学校中学年以降における総合的な学習の時間を中核とし
たカリキュラム・マネジメントの在り方について，具体的な手順と実践を通した子どもの学習活動の変容に
関して明らかにしていきたい。
月
４
月
５
月
６
月
７
月
単元名（時間数）・主な活動
ぼくも　わたしも　２年生（４時間）
・１年生と一緒に遊ぶ
やさいよ　大きくなあれ①（９時間）
・育てたい野菜を決める
・土作りをして，種を播く
すてきな町さがし①（25時間）
・学校の周りを調べ，探検計画を立てる
・探検の準備や，安全やマナーの確認をする
・方面別に探検に聞く
・探検の報告会をする
やさいよ　大きくなあれ②（13時間）
・野菜の世話や収穫をする
他教科等の単元及び題材・関連の意図
学校行事「一人一鉢　花づくり」
○花を育てる活動を通して，栽培への関心を高める。
国語「かんさつ名人になろう」
○ 野菜を育てたり，観察したりしたことが分かるように，組み立てを
考えて書く。
国語「今週のニュース」
○相手に知らせたいことを町探検の中から探し出し，文章に表す。
道徳「規則の尊重」
○ 公園等では，自分勝手な行動はいけないことを知り，約束や決まり
を守ろうとする態度を養う。
算数「長さしらべ」
○野菜の成長を記録し，長さ調べができるようにする。
生活科を中核に据えた小学校低学年におけるカリキュラム・マネジメントの在り方
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